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も

居

眠

り

運

転

に

よ

る

一

子

ど

も

の

水

禍

事

故

一

こ

ま

じ

る

こ

と

が

あ

る

。

一

一

算
さ
れ
ま
す
o

円

1五
万

二

千

円

ま

で

で

す

一

?

一

一

干

八

度

吉

田

十

度

の

高

い

熱

交

通

事

故

防

止

一

防

止

一

ハ

、

手

亡

ぐ

な

っ

た

場

合

(

準

一

一

一

ョ

出

る

こ

ふ

ぞ

。

一

室

長

の

季

節

が

や

っ

て

き

ま

し

一

年
間
保
険
料
を
か
け
て
月
一
一
一
千
一
一

ιカ
以

上

の

よ

う

な

『

が

あ

れ

ば

早

警

察

ス

ポ

ッ

ト

一

た

o

毎
年
、
水
に
よ
る
事
故
が
差
し
一

五

百

円

の

若

年

金

が

も

ら

え

ま

す

一

一

一

く

医

師

の

診

断

を

受

け

る

こ

と

。

一

幼

い

告

を

矢

っ

て

い

る

こ

在

残

念

一

が

、

理

先

の

こ

主

再

え

る

と

三

一

一

弘

赤

富

は

口

か

夫

る

の

で

、

飲

毎

年

七

@

八

段

、

交

通

事

故

の

原

一

で

な

り

ま

せ

ん

。

一

物

価

の

値

す

な

ど

で

心

細

し

子

一

一

食

物

に

注

意

し

、

手

を

よ

く

湿

っ

こ

因

-

っ

ち

て

も

っ

と

も

お

そ

ろ

し

い

居

一

通

方

は

特

に

水

に

親

し

む

機

宗

一

え
が
あ
り
司
王
、
そ
の
心

R
一

一

と

。

ハ

エ

や

ゴ

キ

ブ

リ

を

一

退

治

す

る

眠

り

運

転

が

目

立

っ

て

ふ

多

差

即

で

τいた
め
に
、
そ
の
危
険
性
が
痛
切
に
一

あ
り
ま

f

一

一

こ

と

。

す

。

一

考

え

ら

れ

ま

す

。

そ

こ

で

市

内

全

体

の

一

国

民

年

金

は

、

物

慣

が

上

っ

た

り

一

一

一

O

居

眠

り

運

転

が

お

そ

ろ

し

い

の

は

、

一

人

た

ち

が

、

も

つ

一

度

こ

の

こ

と

に

つ

}

生

活

水

準

が

上

っ

た

と

き

に

は

年

金

一

一

一

疫

痢

に

つ

い

て

の

心

得

眠

っ

た

時

聞

が

わ

ず

か

一

秒

か

二

秒

一

い

て

考

え

、

幼

い

生

命

柔

の

事

故

~

額

も

上

げ

る

こ

と

も

法

律

の

中

で

規

二

上

幼

児

か

グ

ツ

タ

リ

し

て

急

に

元

気

で

も

、

二

十

メ

ー

ト

ル

前

後

の

距

離

一

ら

ま

も

り

ま

し

ょ

う

。

定
し
て
い
ま
す
0
5年
こ

と

に

調

整

一

一

が

な

く

な

る

。

か

無

人

自

動

車

が

つ

っ

走

る

こ

と

に

一

(

注

)

す

る

こ

と

に

な

っ

て

い

て

、

来

年

が

一

一

一

乙

熱

が

三

十

九

度

か

ら

四

十

度

に

上

な

り

、

自

動

車

は

一

人

工

呼

吸

法

の

講

習

を

行

な

い

ま

す

そ

の

年

に

あ

た

♀

る

(

た

だ

し

足

は

冷

え

る

)

こ

の

熱

H

走
る
凶
器
μ
と
な
る
か
ら
で
す
。
一
各
学
校
、
婦
人
会
、
町
内
会
、
青
年

ら

れ

る

下

定

で

す

。

を

早

く

見

つ

け

て

手

当

を

し

な

け

れ

O

防

止

活

用

は

?

一

回

、

そ

の

他

各

種

団

体

全

員

が

習

い

ば

脳

症

を

起

し

て

危

険

で

す

か

ら

水

身

訟

に

る

い

、

頭

が

重

い

、

あ

く

び

一

ま

し

ょ

う

。

枕

で

頭

を

冷

し

、

安

静

に

寝

が

せ

て

が

出

る

、

肩

が

こ

る

、

口

が

か

わ

く

一

指

導

警

察

官

を

派

遣

し

ま

ず

か

ら

一

刻

も

早

く

医

師

を

呼

ば

な

け

れ

ば

ま

は

た

き

が

多

く

な

る

。

申

出

て

く

た

さ

い

。

月

所

務課

(月↑回発行)

役

集

市洲

編

総

yぶ
引
越
さ
れ
た
と
き
は

必

ず。
住
民
登
録
と

O
国
民
年
金
の

手
続
き
を

中 11 3号

5且末市の人口

¥口 41.877

(1) 

41.877 

世帯数 10.086 
面積 240.93平方

キロメートル

20.095 
21.782 

口

男

女

ノ

二上

大

洲

の

下
水
処
理 良

ど

わ
せ
実

地
区
長
総
会
で
意
見
交
換

し
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
の

あ
る
人
は
少
し
金
額
が
減
り
ま
す

ま
た
、
国
民
年
金
や
、
厚
生
年
金

保
険
な
ど
の
年
金
に
入
っ
て
い
た

人
は
、
そ
の
期
間
を
合
せ
て
受
け

ら
れ
ま
す
。

ω障
害
年
金
、
母
子
年
金
な
ど

事
故
が
お
き
た
と
き
か
ら
一
年
以

一
一
凹
十
年
度
の
地
区
長
総
会
は
、
五
月
に
各
地
区
で
聞
か
れ
、
三
十
九
年
度
優
良
制
机
組
合
表
彰
の
ほ
か
、
一
一

一
各
地
区
の
一
器
吉
応
見
を
交
換
、
切
実
な
問
題
を
熱
心
に
検
議
し
て
、
こ
れ
ら
を
さ
っ
そ
く
市
政
に
反
映
さ
せ
一

一
一
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

物
価
に
あ
わ
せ
て

同日」
J

年
金
)
一
万
九
千
二
百
円

祖
母
や
姉
か
隠
才
未
満
(
障
害

者
は
加
才
)
の
孫
や
弟
妹
を
扶

養
す
る
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す

二
、
父
母
が
亡
く
な
っ
た
場
合
(

遺
児
年
金
)
一
万
三
千
円
(
最

低
)
問
才
未
満
の
子
供
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
二
人
以
上
あ
る
と

き
は
一
人
増
す
ご
と
に
四
千
八

。
と

一
国
民
年
金
豆
辞
典

一
一
月
々
納
め
て
お
ら
れ
る
国
民
年
余

一
一
の
保
険
料
は
、
百
円
の
人
は
五
十
円

一
一
百
五
十
円
の
人
は
七
五
円
を
国
が
加

一
一
え
て
積
み
た
て
、
将
来
私
た
ち
が
受

一
一
け
る
年
金
(
恩
給
)
に
備
え
ら
れ
ま

一
一
す
そ
れ
で
は
将
来
い
く
ら
も
ら

一
一
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

一

ω老
令
年
金
、
通
算
老
令
年
金
、
保

一
険
料
を
納
め
た
期
聞
か
、
お
年
以

一
一
上
の
人
に
は
臼
才
か
ら
生
涯
老
令

二
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し

二
今
年
万
才
以
上
の
人
は
、
そ
の
年

二
令
に
応
じ
て
ゆ
年
間
以
上
あ
れ
ば

マ
受
け
ら
れ
ま
す
。
金
額
は
、
例
え

一
ば
、
加
才
に
か
け
は
じ
め
て
mm才

一
ま
で
の
紛
年
間
、
計
六
万
三
千
円

一
納
め
た
人
は
死
ぬ
ま
マ
毎
年
四
万

一
一
一
一
千
円
支
給
さ
れ
ま
す

G

一
一
こ
の
傾
は
、
保
険
料
を
一
納
め
た
期

一
間
に
よ
っ
て
ち
が
い
ま
す
。
し
か

き
昭
和
初
年

8
A
4
日

8
時
半

t
吃
時

(
)
と
こ
ろ
大
洲
小
講
堂

講

師

と

演

題

「

父

母

と

子

の

教

育

」

道
後
中
学
校
長
曽
我
静
雄
氏

「

俳

優

を

通

し

て

の

私

」

俳

優

望

月

優

子

氏

一
審
議
…
裁
繋
幅
一
懇

受

講

料

一

般

百

円

高
校
、
青
年
学
級
生
五
十
円

教
育
委
員
会
、
公
民
館
、
青
年
団
、
婦
人
会
の
各
事
務

局
及
び
各
学
校
で
早
め
に
受
講
誌
を
求
め
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ

せ
市
役
所
内
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ

主

催

県

教

委

、

市

教

委

、

愛

媛

新

聞

社

市
公
連
、
市
校
長
会
、
市
連
合
婦
人
会
、

市
連
合
青
年
団

ぬも

え

る

圏

民

年

金

上
と
ど
こ
お
り
な
く
保
険
料
を
納

付
し
て
い
る
人
(
免
除
さ
れ
た
期

間
が
あ
る
と
き
は
三
年
以
上
)
が

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
年
金
が
受
け
-
り
れ
ま
す
。

ィ
、
障
害
に
あ
っ
た
場
合
(
障
害

年
金
)
一
一
万
四
千
円
(
最
低
)

重
い
人
は
六
干
円
か
加
算
さ
れ

ま
す
。



が
十
分
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
Q

病
気
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
章
子
病

気
に
負
け
な
い
体
力
づ
く
り
が
た
い
せ

つ
。
夏
は
体
力
づ
く
り
の
絶
好
の
霊
節

で
す

Q

そ
し
て
暑
さ
に
へ
こ
た
れ
な
い
ヲ

ス
タ
ミ
ナ
料
理
を
工
夫
し
て
、
こ
の
夏
需

を
の
り
こ
え
ま
し
ょ
う
。
食
放
が
な
い
-

と
い
っ
て
、
お
茶
づ
け
さ
ら
さ
ら
は
い
一

け

ま

せ

ん

。

一

も
つ
一
っ
た
い
せ
つ
な
こ
と
は
事
敢
一

防
止
l
交
通
事
故
・
海
や
川
あ
る
い
は
一

山
の
事
故
な
ど
。
一
年
中
で
こ
う
し
た
一

一
事
故
の
お
こ
る
の
は
、
こ
の
時
調
多
一

一

い

よ

う

で

す

。

一

一
と
く
に
幼
児
の
本
坦
び
に
は
親
。
丸
一

一
弟
が
必
ず
っ
き
感
つ
こ
と
。
最
近
ピ
ニ
一

関

一

l
ル
の
水
遊
び
道
真
の
う
ち
、
救
命
具
一

周
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
暴
力
を
香
一
更
に
役
員
改
選
に
よ
り
、
新
会
長
に
一
森
岡
千
恵
子
さ
ん
を
選
び
、
閉
る
い
社
一
寸
努
力
す
る
こ
と
を
蓄
い
合
い
ま
し
一
成
人
病
検
診
(
布
才
以
上
)
と
す
い
の
形
を
し
た
も
を
が
多
い
よ
っ
一

定
す
る
ふ
ん
囲
気
を
つ
く
り
ま
し
一
春
、
ハ
白
票
氏
、
副
会
長
に
、
菅
一
会
の
霊
出
時
間
嘩
鷹
院
げ
I

l

l

-

-

一

老

人

健

康

診

査

(

庁

∞

才

以

上

)

一

で

す

が

、

空

気

も

れ

を

十

分

検

害

、

一

一

回

、

長

岡

賢

馬

氏

、

一

言

、

富

永

安

吉

一

一

一

あ

く

ま

で

も

水

遊

び

の

お

も

ち

ゃ

と

じ

一

氏

を

選

出

し

ま

し

た

。

次

に

、

喜

一

お

知

ら

せ

一

脳

昔

、

Z
Eの

英
一
診
察
以
上
で
襲
警
を
受
け
た
一
五
つ
こ
主

2
2だ

さ
い
一

i
j
j
i
l
l
j一

5一一一郎氏に

f
、

点

状

晶

一

結

核

健

慶

一

診

療

診

断

日

程

一

病

は

由

民

死

亡

順

位

の

高

位

を

占

め

、

一

塁

三

部

の

高

額

所

得

意

料

金

一

つ

ゅ

の

あ

と

し

ま

っ

一

暴

力

や

迷

惑

行

為

を

な

く

し

ま

し

ょ

う

予

感

許

計

船

長

官

同

什

門

川

副

什

阿

川

明

一

五

日

間

日

間

日

維

持

尚

一

軒

昨

日

付

円

程

唯

一

つ

ゅ

の

あ

と

し

ま

っ

は

主

要

仕

↑

迷
惑
な
お
こ
な
い
を
な
く
す
る
た
め
に
み
ん
一
一
人
ク
ラ
ブ
要
一
回
会
長
と
し
て
老
人
の
福
一

7
F
二匡一

4
ヨ
聖
書
A
Z
一
日
一

1
昨

i
1
一
一
ま
す
。
一
早
一
期
発
見
早
期
治
療
に
よ
り
明
る
、
一
青
一
つ
o

長
雨
で
蓄
が
か
び
く
さ
加

な

が

立

ち

あ

が

り

ま

し

ょ

う

一

一

祉

の

増

進

・

教

養

の

向

上

に

尽

力

さ

れ

一

一

八

三

一

回

処

公

民

館

一

旬

司

、

t
E
7
3
3窓
iこ
仁

3
無
料
検
章
受
瓦

5
5
i
f
5
0
L一
く
な
り
ま
す
が
、
お
天
気
の
よ
い
日
は
「

被

害

を

受

け

た

人

、

見

か

け

た

人

は

諮

問

問

聞

き

顧

問

一

八

四

一

柳

沢

公

民

館

プ

一

E
I同
什
円
い
円
H阿
同

一

言

明

日

告

長

一

す

ぐ

二

O
番

(

警

察

)

へ

一

一

E

o

l

-

-

一

一

川

江

一

肝

ば

学

時

二

一

一

大

洲

公

会

堂

一

七

月

一

一

八

日

一

必

ム

才

一

一

こ

ま

oで

5
2に

い
れ
て
一

被

害

者

の

立

場

に

な

っ

て

、

…

一

子

ど

も

会

の

育

二

八

一

七

一

新

谷

小

学

校

一

叩

司

、

t
旬

一

一

一

一

七

二

九

一

倍

才

以

上

一

一

号

お

話

し

て

、

湿

気

を

ち

の

一

H

迷

惑

な

お

こ

な

い

H

は

や

め

ま

し

ょ

う

。

…

一

一

て

一

工

一

'

一

〆

一

一

一

五

郎

公

民

館

一

八

一

O

一

必

才

以

上

ニ

そ

く

よ

う

に

し

ま

す

。

一

;
i
i
i
j
i
i
;
i
j
i
i一
成

な

ど

一

一

J

一

ノ

一

，

瓦

5
一

一

一

喜

多

幼

稚

園

一

八

一

七

一

2才
一
一
か
び
の
は
え
た
場
所
や
道
亘
書
、
一

一

一

一

一

九

一

立

山

精

米

所

一

A

l

t

-
一

一

一

一

一

一

一

熱

い

お

湯

こ

肖

脊

洗

剤

ケ

入

れ

て

き

つ

一

l
u
l
i
-
-
1
1
1
1

一

V
Y
S活
動

計

画

一

八

一

一

O
一

米

津

飼

育

苛

一

H

一

一

一

一

八

一

八

一

倍

才

以

上

ニ

く

し

ぼ

っ

き

っ

き

ん

で

手

早

く

ふ

と

束
を
ま
ず
「
お
父
さ
ん
な
り
c

一

を

し

ま

し

さ

つ

《

一

一

一

一

ι

一

一

一

一

久

米

小

学

校

一

八

二

四

↑

相

才

以

上

一

一

一

②
言
語
し
あ
い

iっ
。
寸
子
ど
も
に
愛
の

1
Hま

し

月

刊

目

立

問

題

一

目

前

一

一

一

同

一

M
M
M
錯
刷
工
臼
I
1一
一

平

小

学

校

一

八

ニ

ム

二

布

才

以

上

一

と

長

引

は

お

っ

た

カ

!

万

一

リ
日
官
官
官
し
あ
一
主
主
」
し
て
い
る
子
一
お
い
て
開
か
れ
男
三
十
九
年
度
の
一
一
九
二
一

0
一

上

須

戒

公

民

館

一

;

土

組

閣

団

問

団

閣

内

一

z
i
g
-
Sは

皐
一

今
日
の
で
き
ご
と

fい
ま
し
一
一
二
塁
雪
。
一
重
報
告
の
あ
と
、
子
ど
も
会
の
震
「

i11111Hr---一
ぜ
い
到
し
て
く
だ
さ
い
。
一
O
料

金

く

還

を

て

虫

に

く

Zい
き
一

ょ

う

一

そ

の

ほ

か

、

皆

さ

ん

の

家

庭

P
則
し
た
な
ど
を
組
み
入
れ
た
昭
和
四
十
年
度
の
一
七
月
十
日
か
ら
一
員
一
言
、
泥
沼
『
奥
富
更

4

0
か
け
か
た
一
上
記
い
ず
れ
と
の
宮
出
向
へ
か
一
に
し
よ
う
の
つ
類
を
入
れ
た
ビ
ニ
ん
一

日

現

世

話

一

日

官

接

語

一

時

一

日

目

指

民

需

品

一

一

一

日

時

一

肝

諒

一

出

品

川

…

一

日

尚

一

端

部

川

…

一

一

一

山

下

山

一

一

一

出

一

龍

一

ー

し
た
い
」
と
い
高
察
ト
ッ
プ
で
し
一
夫
「
少
年
専
る
旦
と
し
て
、
次
一
し
よ
う
o

一

1

1

1

1

1

一
君
、
大
洲
、
芝
田
明
美
芝
、
農
校
、
一
奇
局
か
ら
菜
、
語
、
語
、
一

E
5
1
5
4ぃ一
ま
ま
お
待
ち
く
だ
さ
い
o

す

ぐ

に

つ

な

一

大

聖

書

二

ゃ

和

服

類

、

皮

製

品

な

ど

を

」

こo

一
の
こ
と
が
り
を
提
唱
す
る
こ
と
に
し
ま
一
そ
の
月
に
誕
生
日
の
会
話
、
一
新
会
長
に
谷
岡
氏
一

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

一

言

す

。

訂

引

川

什

川

」

一

九

円

十

日

目

見

詰

塁

か

せ

ぎ

な

ど

て

親

と

子

が

一

し

た

。

一

お

祝

い

書

画

し

ま

し

キ

っ

。

一

一

し

て

い

長

ほ

、

旧

植

諸

島

る

ジ

メ

ト

エ

イ

ト

の

千

倍

一

番

一

例

薬

局

一

一

言

一

三

百

へ

霊

を

お

か

一

一

告

の

レ

蛤

リ

一

一

一

援
す
亀
余
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
一

Z喜
一
緒
に
主
し
よ
う
。
一
③
子
ど
も
に

2
5し

き

。

一

老

人

ク

ラ

ブ

総

会

聞

く

一

農

事

メ

モ

皇

子

1
2軍
用

し

て

(

霊

長

選

一

け

に

な

る

と

き

は

一

日

滝

川

川

は

い

一

一

に

い

れ

て

お

き

ま

し

ょ

う

o

防
車
を
一

青
少
年
の
菱
自
、
健
全
育
成
の
一
ど
会
に
忙
が
し
く
て
も
、

w
五
目
玉
に
い
る
子
ど
も
へ
の
号
は
疎
一
大
洲
市
美
ク
ラ
ブ
斐
塁
ロ
去
墨
会
試
総
雲
舎
舎
会
含
主
は
は
一
く
五
た
雲
さ
宗
い
。
こ

tの島持覇期型に播霊種す

Zる
お

5は、一

τO八免九究九

2交多ダイ手ヤル
2す
Zるi?7「||l||.||l一わ烹わ薬忘れなそえ皮審製響口品問
Eは屋皮専着用の
9ク一

立
場
票
か
恒
言z、家霊↑庭庭濠彊重品境且が重重裏視警さL一
Fの夕妥食立家譲旗草中宅で

F

こ品の約包一品品遼窓亨苧こ』守守ず古り、月ザこ』二一互度警ま便り

ι一?」、月旦百雇龍護苦山
f

こ
」
お
い
て
開
催
さ
れ
一
一
、
稲
作
の
水
一
管
理
と
除
草
剤
の
施
用
果
樹
ハ
ナ
ヤ
サ
イ
、
抑
型
号
、
ィ
ン
一
と
北
条
票
で
ま
す
な
り
交
換
手
に
一
健
康
と
事
故
防
止
一
リ
i
ナ
l
で
よ
く
ふ
い
て
か
り
し
ま
っ
一

一

l

F

-

i

l

l

-

L

し
た
。
若
い
投
都
市
こ
著
し
回
壊
後
2
1
3は
深
水
と
し
、
活
・
架
の
メ
イ
長
栗
の
一
号
加
ゲ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
て
ニ
一
ニ
一
二
番
と
お
っ
げ
く
だ
さ
い
。
す
一
日
本
脳
炎
や
日
射
病

E
jこ

ま
一
こ
と

o

で
き
れ
ば
シ
リ
ー
な
ど
の
一

て
い
る
時
に
、
大
洲
市
に
お
川
て
は
、
官
は
浅
水
で
分
け
つ
を
は
か
り
つ
つ
害
を
起
す
メ
イ
ガ
高
除
す
る
こ
と
が
あ
る
o

一
ぐ
お
つ
な
ぎ
で
き
ま
す
o

外
出
す
る
と
き
、
学
聖
を
忘
引
一
乾
燥
剤
を
い
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
一

高
令
者
の
増
加
が
目
立
ち
、
こ
と
お
一
回
裏

4

J
日
頃
か
是
草
の
一
葉
に
よ
り
3
1
4割
の
場
祭
出
来
る
何
れ
も
こ
の
時
期
は
、
梅
雨
あ
け
の
一
O
市

外

国

番

一

い

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

伝

講

皐

一

七

月

の

果

実

一

い
て
老
人
ク
-
フ
ブ
は
、
身
に
つ
け
た
知
事
で
に
除
草
剤
N
I
P高
ア
l
ル

7
月
上
旬
と
下
旬
に
B
E
C
反
当
4

霊
乾
燥
期
で
あ
る
の
で
、
風
通
し
一
審

O
八
九
九
O
一
一
い
月
で
す
。
予
防
注
射
は
ぜ
ひ
受
け
て
一
塁
も
も
が
完
き
に
出
て
い
事
↓

襲
警
生
か
し
、
主
体
力
に
応
じ
一
当
り
3
雪
脅
し
て
く
だ
さ
い
。

K
位

散

布

の

よ

い

場

所

を

選

ぶ

こ

と

。

こ

の

時

一

君

。

八

九

九

O
二
一
お
き
宅
し
よ
う
。
一
も
も
は
夏
の
果
実
の
王
様
て
た
べ
-

た
労
働
に
よ
っ
て
地
域
社
会
の
発
展
一
語
、
題
養
先
日
で
分
け
つ
が
需
の
へ
主
主
一
慰
安
最
期
の
も
の
星
第
に
お
か
さ
れ
や
一
能
。
八
九
九
O
三

食

中

毒

ω原
因
を
さ
ぐ
っ
て
み
ま
す
一
て
お
い
し
く
、
ビ
タ
ミ
ン
C
を
豊
富
に

一

一

一

一

含

ん

で

い

ま

す

。

も

も

の

果

実

は

植

物

に
寄
与
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
一
確
保
で
き
た
ら
中
干
を
行
い
陰
阜
剤
2

除
7
月
中
旬
3
l
9式
比
醸
鉛
加
用
す
い
の
で
稜
子
消
毒
も
し
て
、
な
お
一
重
肩

O
八
九
九
O
四
一
と
、
魚
キ
て
の
加
工
品
が
州
ト
ッ
プ
で
、
一

一

一

一

一

学

的

に

み

る

と

、

心

皮

の

一

枚

が

発

育

し

た
。
そ
し
て
、
警
め
向
上
、
健
康
の
一
、

4
、
G
義
布
し
て
く
だ
さ
い
。
ボ
ル
ド
ー
液
の
散
布
播
種
床
へ
は
ル
ベ
ロ
ン
千
護
主
堀
江

O
八
九
九
O
五
四
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
も
あ
る
と

ωこ
と
一
て
で
き
た
も
の
で
、
く
ぼ
み
の
ミ
ゾ
は

増
進
、
社
会
奉
仕
な
ど
を
目
標
と
し
た
一
二
、
稲
作
の
追
肥
に
つ
い
て
.
、
¥
カ
ン
の
ヤ
ノ
ネ
、
ダ
ニ
防
除
i
発
水
し
て
防
除
に
つ
と
め
ね
ば
な
ら
な
一
興
属
島

O
八
九
九
O
六
一
で
す
。
チ
ク
ワ
や
カ
マ
ボ
コ
に
か
び
が
一
こ
の
合
わ
せ
同
か
く
い
違
っ
て
で
き
た

活
費
註
闘
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
o

一
天
候
や
仕
事
の
都
合
で
基
肥
が
不
足
-
生
が
い
ち
じ
る
し
く
多
く
な
っ
て
く
い
。
北
条

G
八
九
九
O
七
一
は
え
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
一
も
の
だ
号
つ
で
す
。

た
女
性
に
対
す
る
い
た
ず
ら
な
ど
慈
賞
一
み
を
き
ち
ん
と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

う

な

犯

罪

が

毎

年

多

く

発

生

し

て

お

り

ま

一

O

相
手
に
つ
け
こ
ま
れ
る
よ
う
な
弱

?

す

。

一

昧

や

秘

密

を

も

た

な

い

こ

と

が

た

い

4

警
察
で
は
海
水
浴
場
や
各
種
の
催
し
一
せ
つ
で
す

Q

出
も
の
の
場
所
な
ど
に
は
臨
時
派
出
所
を
一
も
し
不
幸
に
し
て
そ
の
き
な
こ

人
J
J

設
け
て
、
警
察
官
を
派
遣
す
る
ほ
か
、
一
と
に
な
っ
た
と
き
は
、
警
察
で
は
個

、
パ
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
警
減
に
あ
た
一
人
の
名
誉
を
重
ん
じ
秘
密
を
守
り
ま

1
L

る
な
ど
暴
力
や
迷
惑
な
行
な
い
を
な
く
一
す
か
ら
思
い
き
っ
て
警
察
に
届
け
出

を

す

た

め

努

力

し

て

お

り

ま

す

。

一

て

く

た

さ

い

伝

寸

し

か

し

限

り

れ

た

警

察

官

の

数

で

は

一

O

他
人
が
被
害
に
か
か
っ
て
い
る
と

主
イ
十
分
な
警
戒
が
で
き
な
い
よ
う
な
場
ぷ
口
こ
ろ
を
み
た
と
き
は
、
だ
ま
っ
て
見

一T

一

4
f

が
あ
り
ま
す
の
で
暴
力
や
迷
感
な
お
こ
一
す
ご
し
た
り
野
次
馬
的
な
態
度
を
と

惑
一
な
い
に
対
し
で
は
、
集
や
か
か
亙
っ
た
り
す
る
こ
と
は
や
め
て
、
み
ん

進
…
あ
い
を
お
そ
走
り
他
入
ご
と
と
考
え
一
な
が
団
結
し
て
助
け
あ
い
阜
く
警
察

J
什
J

H

た
り
し
な
い
で
み
ん
な
の
力
で
こ
れ
ら
一
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

ペ

山

の

迷

惑

行

為

を

w
震
す
る
ム
!
ド
H

一O
明
る
い
町
づ
く
り
宝
9
る
た
め
に

力
一
戸
を
つ
く
る
よ
長
の
こ
と
を
心
が
け
て
一
は
、
暴
力
や
一
議
な
お
こ
な
い
に
対

草
区
一
一
山
一

a
v
J

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
し
て
、
み
ん
な
が
協
力
し
て
ニ
れ
を

さ
-
一
1

一
一
ま

O

暴
力
の
被
害
や
迷
惑
を
害
た
と
一
追
放
す
る
努
力
が
奇
で
す
。

夏
に
な
り
ま
す
と
人
の
多
く
集
る
場
一
き
は
早
く
撃
に
周
目
て
く
だ
さ
一
そ
の
た
め
に
は
、
各
地
域
で
防
犯

一

o

一
座
談
会
を
開
催
し
た
り
、
会
合
を
利

所
、
と
く
に
海
水
準
章
ャ
ン
プ
場
一

L

一

盆
お
ど
り
や
担
保
な
ど
の
催
し
も
の
が
一
泣
寝
入
り
し
た
り
お
ど
し
文
句
に

み
る
場
所
な
ど
に
は
、
暴
力
団
、
グ
レ
一
お
び
え
て
届
一
日
出
な
い
と
か
え
っ
て

r
隊
チ
ン
ピ
ラ
そ
れ
に
酒
ぐ
せ
の
悪
い
一
暴
力
や
迷
惑
な
お
こ
な
い
を
は
び
こ

人
な
ど
が
多
く
入
り
込
ん
で
く
る
も
の
一
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
警
察
で

で
す
J

O

一
は
お
私
参
り
を
防
ぐ
た
め
、
み
な
さ

こ
う
し
た
連
中
は
お
お
っ
ぴ
り
に
暴
一
ん
が
た
を
十
分
保
捨
置
い
た
し
ま
す

方
を
ふ
る
っ
た
丘
迷
惑
な
お
こ
な
い
を
一
O

服
装
や
態
度
な
ど
生
活
C
み
だ
れ

し
た
り
し
て
、
一
般
の
客
に
不
愉
快
な
一
が
い
い
が
か
り
を
つ
け
ら
れ
た
り
、

思
い
を
一
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
さ
り
一
た
か
ら
れ
が
汁
ノ
す
る
も
と
に
な
り
か

に
置
き
引
や
カ
ツ
パ
ラ
イ
あ
る
い
は
ま
一
ね
ま
せ
ん
か
ら
、
い
つ

b
身
だ
し
な

(2) 
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昭和 40年 7月 15日

"追放するムード"

朝基雄三子村普圃

五
日
の
夕
食
は
家
族
中
で

ヨ巳

ー
毎
月
五
日
を
少
年
を
守
る
日
に

第 11 3号

新

刊

図

書

案

内

ア
ン
デ
イ
と
ら
い
お
ん

チ
ム
と
ゅ
う
か
ん
な
せ
ん
ち
ょ
う
さ

ん世
界
ジ
ュ
ニ
ア
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

全
集
第
一

t十
五
巻

彼
と
い
っ
し
ょ
に
高
校
生
新
書

国

文

法

伸
よ
き
こ
と
は
美
し
き
に
あ
ら
ず

高
校
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

w

思
い
出
の
回
転
レ
シ
ー
ブ

ズ
パ
リ
悟
れ
る

土
俵
の
-
フ
ち
そ
と

初
対
面
の
人
間
氏
酪
法

な
ぜ

四
季
の
模
範
字
紙
文

ラ
イ
フ
ワ
ー
ル
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

世
界
の
旅
イ
タ
リ
ヱ
f

リ
ゾ
ア

世
界
の
旅
ハ
ワ
イ
南
太
豆
洋

世
界
の
旅
フ
ラ
ン
ス

日
本
の
国
立
八
歯

武
蔵
野
カ
ラ
1
ブ
ッ
ク
ス

国
民
の
歴
史
芳
七
巻

史
跡
の
旅

明
治
百
年

南
ベ
エ
ト
ナ
ム
戦
争
従
軍
記

国
際
問
題
の
見
方
考
え
方

僕
の
人
生
観

叱
っ
て
よ
い
時
わ
る
い
時

マ
マ
、
知
-hxな
い
の
?

お
父
を
か
え
せ

生
活
の
中
の
遺
伝

現
代
日
本
女
性
史

に
多
い
も
の
、
か
け
っ
ぱ
な
し
で

電
気
の
ム
ダ
お
く
と
重
熟
不
経
済
な
ば
か
り

を
な
く
そ
う
で
な
く
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
寿
命
を

ち
ぢ
め
ま
す
。

O
ス
イ
ッ
チ

O
電

気

器

具

は

効

率

は

手

ま

め

に

よ

く

使

う

切
る
①
電
気
な
べ
な
ど
に
タ
イ
ム
ス
イ

ツ
チ
を
つ
け
、
煮
え
た
こ
る
電
気

①
部
屋
の
電
灯
は
、
が
切
れ
る
よ
う
に
す
る
。

つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
で
手
ま
②
効
率
の
よ
い
器
具
を
選
ぶ
こ
と

め
に
消
じ
ま
し
ょ
う
。
手
ま
め
に
電
気
ポ
ッ
ト
、
電
気
な
べ
、
電
気

消
せ
ば
ワ
ッ
ト
数
が
大
き
く
て
も
か
ま
な
ど
は
、
発
熱
体
と
容
器
が

案
外
電
気
は
使
い
ま
せ
ん
。
い
っ
し
ょ
な
の
で
種
率
が
よ
い
。

②
テ
レ
ビ
は
、
ワ
ッ
ト
数
か
割
合
③
反
対
に
、
電
気
コ
ン
ロ
に
丸
底

大
洲
市
立
図
書
館

近
代
イ
ギ
リ
ス
の
但
再
も
の
が
た
り

近
代
フ
ラ
ン
ス
の
名
作
も
の
が
子
り

近
代
ア
メ
リ
カ
の
名
作
も
の
が
た
り

快
談
日
本
文
章
再
選

山
淑
大
夫

w

エ
ル
マ
の
ぼ
っ
け
ん

い
や
い
や
え
ん

ト
ル
ス
ト
イ
ど
つ
わ

ロ
ビ
ン
ソ
ン
物
語

ア
ラ
ビ
ヤ
ン
・
ナ
イ
ト

世
界
む
か
し
ば
な
し

2
集

ほ
し
に
な
っ
た
り
ゅ
う
の
き
ば

(
そ
の
他
)

の
な
べ
や
‘
熱
帯
方
小
さ
な
ヤ

カ
ン
を
の
せ
る
と
、
ま
わ
り
か
ら

熱
が
に
げ
る
。
底
が
平
ら
で
、
熱

板
よ
り
大
き
め
の
も
の
が
よ
い
。

O
照

明

は

効

果

的

に

①
電
灯
は
つ
け
る
か
さ
に
よ
っ
て

閉
る
さ
が
変
わ
る
。
裸
電
球
は
、

光
の
ム
ダ
。

②
蛍
光
灯
は
、
同
じ
電
力
で
白
熱

電
球
よ
り
多
く
の
光
を
出
す
。

③
か
さ
や
電
球
は
、
三
カ
月
に
一

回
く
ら
い
を
つ
じ
す
る
。
明
る
さ

が
二
倍
に
な
り
ま
す


